
新次元タンパク質変異導入システム

QuikChange HT
Protein Engineering System
タンパク質のターゲット領域に対し大規模に一括で変異導入！タンパク質のターゲット領域に対し大規模に一括で変異導入！

型 番 品 名

G5900A
G5900B
G5901A
G5901B

QuikChange HT Protein Engineering System 150nt, 10 sites
QuikChange HT Protein Engineering System 150nt, 20 sites
QuikChange HT Protein Engineering System 200nt, 10 sites
QuikChange HT Protein Engineering System 200nt, 20 sites

型 番
G5902A
G5902B
G5903A
G5903B

QuikChange HT Protein Engineering System 150nt-Academic, 10 sites
QuikChange HT Protein Engineering System 150nt-Academic, 20 sites
QuikChange HT Protein Engineering System 200nt-Academic, 10 sites
QuikChange HT Protein Engineering System 200nt-Academic, 20 sites

▶ 全く新しい変異導入システム
SurePrint 技術で合成した最大 200塩基長の長鎖
オリゴ DNAからなる変異導入ライブラリと
QuikChange技術を活用

▶ 変異用オリゴ DNAライブラリから
コンピテントセルまで

必要なものが揃った
オールインワンキット

▶ 変異導入用オリゴ DNAライブラリを用いて、
最大 120,000種類の変異導入が可能

現実的なコスト、1回の実験で
大規模な変異導入を
可能にします

QuikChange HTの特長 SurePrint技術による変異導入ライブラリ作製

QuikChange技術による部位特異的変異導入

1） Single Amino Acid Scanning ：対象領域の各アミノ酸残基を
特定の 1種類のアミノ酸で順次置換

2） Site Saturation Scanning ：対象のアミノ酸を他の 19種類の
アミノ酸に置換する

3） コンビナトリアル変異：1つの対象領域に対して最大 4か所
のアミノ酸を別のさまざまなアミノ酸で置換して組み合
わせる

品 名

部位特異的変異導入 QuikChange HT 

ランダム変異導入
 ! 

3 種類のアルゴリズムでデザイン
Single Amino Acid Scanning Site Saturation Scanning

コンビナトリアル変異

最大 12 万種の
オリゴDNA
ライブラリ

オリゴDNAを
切り離す

インクジェットで
オリゴDNAを
アレイ上に合成

変異鎖合成 鋳型DNAの消化

形質転換高次構造がわかっていないタンパク質において機能上重要な
アミノ酸を同定したり、立体構造が既知のタンパク質でも、
これまでに予想できなかった部位のアミノ酸置換によって、
活性や機能に関する新しい知見が得られると期待されます。

GOI



特定の 1塩基を置換するなど、
限定的な部位特異的な変異導入を

実施するには、

ランダムな変異導入を
実施するには

型 番 品 名

210518
210519
210515
210513
210516
210514

QuikChange Lightning Site-Directed Mutagenesis Kit, 10 rxn
QuikChange Lightning Site-Directed Mutagenesis Kit, 30 rxn
QuikChange Lightning Multi Site-Directed Mutagenesis Kit, 10 rxn（Academic）
QuikChange Lightning Multi Site-Directed Mutagenesis Kit, 30 rxn（Academic）
QuikChange Lightning Multi Site-Directed Mutagenesis Kit, 10 rxn（Commercial）
QuikChange Lightning Multi Site-Directed Mutagenesis Kit, 30 rxn（Commercial）

型 番 品 名

200550
200552

GeneMorph II Random Mutagenesis Kit, 30 rxn
GeneMorph II EZClone Domain Mutagenesis Kit, 10 rxn

QuikChange Lightning シリーズ GeneMorph II シリーズ

▶ ランダム変異導入

▶ 偏りのないランダムな変異導入酵素
　（Mutazyme II DNA Polymerase）を使用

▶ 0.1 kb～ 6 kbの幅広い範囲での変異導入
▶ 変異発生率：1～ 16塩基 /kb（1反応）

▶ GeneMorph IIシリーズの 1つ、GeneMorph II 
　 EZClone Domain Mutagenesis Kitを使えば、
　 目的のタンパク質ドメインにランダムな
　 変異導入も可能

変異を入れたいタンパク質の配列部分を 
PCR 可能なプライマーを作製し、
Mutazyme II DNA polymerase で増幅

ランダムに変異の入った
DNA 産物

ランダムに変異の入った DNA 産物をベクターに組み込む
● アダプターをつけて、制限酵素処理したベクターに挿入
● GeneMorph II EZClone Domain Mutagenesis kit を使用

▶ 部位特異的変異導入

▶ 正確性の高い QuikChange Lightning 
　 polymerase fusion を使用
▶ わずか 3時間の変異導入反応

▶ QuikChange Lightningシリーズの 1つ、
　 Multi Site-Directed Mutagenesis Kit を使えば、
　 1度に最大 5箇所の変異導入も可能

変異鎖の合成
鋳型ベクターを変性

目的の変異を含んだ
変異導入プライマーの
アニーリング

QuikChange Lightning 
polymerase fusionによる
伸長反応

変異の入ったプライマー

鋳型ベクターの DpnI 消化
メチル化された鋳型を
DpnI で消化

形質転換
変異を含んだベクターを
コンピテントセルに導入して
ニックを修復

鋳型ベクター
（メチル化が必要）
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アジレントの定評ある変異導入ソリューション

[お問い合わせ窓口 ]
アジレント・テクノロジー株式会社
本社 /〒 192-8510東京都八王子市高倉町 9-1
●カストマコンタクトセンタ 70120-477-111
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販売店


